






































 

 
 

【104】入院し、抗菌薬の点滴静脈内注射と酸素投与とが開始された。 
今後の発生に最も注意が必要なのはどれか。 
1.腹 水 
2.脱水症状 
3.高血糖症状 
4.CO2ナルコーシス 
 
【見直し後】                     【適用した対策】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【105】その後順調に回復したため退院が決まった。患者はエレベータのない公営住宅の 4
階に 1 人で暮らしており、近隣に家事を手伝ってくれる親戚や友人はいない。食事は不規

則でインスタント食品ばかりである。 
退院指導で入れるべき内容はどれか。2 つ選べ。 
1.嚥下訓練  
2.水分制限 
3.毎日の散歩 
4.外出後の手洗い 
5.配食サービスの紹介 
 
【見直し後】                      【適用した対策】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【104】A さんは入院し、抗菌薬の点滴静脈内注射と酸

素投与とが開始された。 
今後、A さんに現れる症状として最も注意が必要なのは

どれか。 
1.腹 水 
2.脱水症状 
3.高血糖症状 
4.CO2ナルコーシス

【A さんは】⑥ 
【今後、発生する症状とし

て】①、③、⑥ 
 

【105】A さんはその後順調に回復したため、退院が決まっ

た。A さんはエレベータのない公営住宅の 4 階に 1 人で暮ら

している。近くに家事を手伝ってくれる親戚や友人はいな

い。食事は不規則でインスタント食品ばかりを食べている。

A さんへの退院指導で入れるべき内容はどれか。2 つ選べ。

1.嚥下訓練  
2.水分制限 
3.毎日の散歩 
4.外出後の手洗い 
5.配食サービスの紹介 

 

【A さんは】⑥ 
【、】⑦ 
【A さんは】⑥ 
【暮らしている。】⑦ 
【近くに】① 
【インスタント食品ばかり

を食べている】③ 
【A さんへの】⑥ 

 

 
 

 第 99 回午後 問 112～114  
 
次の文を読み【112】～【114】の問いに答えよ。 
35 歳の初産婦。妊娠 38 週 0 日。昨日午後 8 時に陣痛が開始し、本日の午前 1 時に入院し

た。午後 1 時に羊水流出感があり、診察で破水と子宮口全開大が確認された。午後 3 時 30
分に児娩出、午後 3 時 45 分に胎盤娩出となった。分娩時出血量は 600ml であった。 
 
【見直し後】                     【適用した対策】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【112】分娩経過のアセスメントで正しいのはどれか。 
1.早産である。 
2.早期破水である。 
3.分娩所要時間は 19 時間 30 分である。 
4.分娩時出血量は正常範囲を逸脱している。 
 
【見直し後】                     【適用した対策】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次の文を読み【112】～【114】の問いに答えよ。 
35 歳の初産婦 A さんは、妊娠 38 週 0 日である。昨日、

午後 8 時に陣痛が開始し、本日の午前 1 時に入院した。

午後 1 時に羊水の流出感があり、診察で破水と子宮口の

全開大が確認された。午後 3 時 30 分に児を娩出し、午

後 3 時 45 分に胎盤を娩出した。分娩時出血量は 600ml
であった。 

 

【A さん】① 
【、】⑤ 
【羊水の流出感】⑤ 
【子宮口の全開大】⑤ 
【児を娩出し】⑤⑥ 
【胎盤を娩出した。】④、⑤ 
 

【112】A さんの分娩経過のアセスメントで正しいのはど

れか。 
1.早産である。 
2.早期破水である。 
3.分娩所要時間は 19 時間 30 分である。 
4.分娩時出血量は正常範囲を超えている。 

【A さんの】⑥ 
【超えている】① 







                     

 

経済連携協定（ＥＰＡ）に基づく外国人看護師・介護福祉士受入事業 
平成２２年度予算額 869,245（82,993）千円 

※（ ）内は平成２１年度予算額 
 

１ 看護・介護導入研修、巡回指導等      146,740（82,993）千円

（１）看護・介護導入研修経費   

○ 入国した看護師・介護福祉士候補者に対して受入施設で就労する前の看護・

介護分野の基礎研修 

（２）受入施設巡回指導・相談専門員経費 

○ 受入施設を巡回訪問し、看護師・介護福祉士候補者の就労・研修の状況を把

握。必要な場合は雇用管理に関する指導及び研修方法等の指導を実施。（看

護又は介護専門家及び日本語専門家が同行） 

○ 看護師・介護福祉士候補者及び受入れ施設からの相談・苦情対応 

（３）国家試験問題の翻訳（尼語・英語）  

○ 過去の国家試験問題を翻訳し候補者へ提供 

 

２ 看護師候補者受入施設に対する研修支援       370,242（0）千円

（１） 受入施設研修担当者会議開催経費 

○ 受入の好事例の発表 

○ 施設同士の情報共有の場を提供 

（２）外国人看護師候補者受入施設に対する支援事業 

○ 受入施設の研修支援体制の充実を図るため研修指導者経費、物件費等を支援 

○ １施設当たり 295 千円 

（３）外国人看護師候補者就労支援対策事業 

○ 就労上必要な日本語能力を高めるため、日本語学校等への修学又は講師の派

遣による研修の実施等に係る経費を支援 

○ 候補者１人当たり 117 千円 

（４）外国人看護師候補者看護専門・日本語習得研修支援事業 

○ eラーニングを活用し、看護専門分野を中心とした日本語習得のための継続

的な自己学習の環境を整備 

○ 上記学習システムにて、日本語及び看護分野の専門家が候補者個々のレベル

                                
                 

 

 
（参考２） 

に応じた指導を実施 

○ 定期的な集合研修の実施により習得度の評価を行い、段階的な学習指導を行

う研修支援体制を構築 

○ 看護専門家及び日本語専門家による巡回訪問の際に、受入施設の管理者、研

修担当者及び候補者に対し、研修のフォローアップを行う。 

 

３ 介護福祉士候補者受入施設に対する研修支援    352,263（0）千円 

（１） 受入施設日本語習得支援事業 

○ 受入施設における継続的な日本語研修（日本語講師の受入施設への派遣、日

本語学校や養成校への通学）に係る経費を支援 

○ 候補者１人当たり年間 235 千円以内 

（２）日本語定期研修事業 

○ 集合研修で確認テストの実施、習得度の評価、個々の候補者に応じた適切な

学習方針の提示などを実施 

○ 研修期間中に確認された候補者ごとの日本語習得度や適切な学習方針につ

いては、受入施設にもフィードバックし、候補者及び受入施設が一体となって

計画的に日本語を習得できるよう支援 


